
カテゴリー 

バイオメカニクス 

  

タイトル 

腹筋群の解剖学的検討 Regional morphology of the transversus abdominis and obliquus 

internus and externus abdominis muscles👈pubmed へ Urquhart DM.et al.(2005) 

本論文を読むに至った思考・経緯 

•治療時の体幹筋の扱いに曖昧さを感じたため、よりイメージを持って治療できるよう本論文に至

る。 

論文内容 

論文背景 

•腹筋群が作用した時の腰仙部の制御についてのメカニズムは、明確に理解されていない。腹部形

態の記述も矛盾しており、腹部筋群の局所解剖学的構造は包括的に研究されていない。 

  

研究目的 

•研究目的は、腹横筋、内腹斜筋、外腹斜筋の形態を調べることであった。 

  

研究方法 

•26 人の献体において腹壁を切開し、筋の厚さや長さなどを観察した。 

  

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/15698694
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/15698694


研究結果）筋線維束の方向 

 

・腹横筋の上部の筋線維束の方向は水平であった。人により 10 度よりも大きな角度を有する場

合もあった。中部と下部は（水平に近い）下内側方向へ走行した。 

（角度は下部＞中部） 

・内腹斜筋線維束は腸骨稜に優位に付着し上部と中部は上内側に配向していた。 

対照的に、腸骨稜の下方では、内腹斜筋の筋線維束は水平に配向され、ASIS の下において下方内

側への角度が増加した。 

・外腹斜筋線維束は下方内側へ配向し中部領域で最も大きな角度を有した。偏差が大きく、献体

間の変動性が高いことを示しています。 

  

  

  

 

 



研究結果）筋線維束長 

 

•全ての筋線維束は、中部で最も長く、下部で最短であった。 

•外腹斜筋の中部の筋線維束は最も長く、中部の腹横筋および内腹斜筋よりも約７cm 長かった。 

•腹横筋の下部線維束は最も短く、わずか 3.6cm 程で、内腹斜筋よりも約 2cm 短かった。 

  

研究結果）筋の厚み 

 

•腹横筋の上部は、下部および中部よりも厚みがあった。下部および中部では厚さの差はほとんど

なかった。 

（腹横筋の厚み 上部＞中部・下部） 

•内腹斜筋の下部と中部は同様の厚さを有し、上部の厚さとは異なり、上部は最も薄かった。 



（内腹斜筋の厚み 中部・下部＞上部） 

•外腹斜筋の中部は上部よりも厚かった。 

•内腹斜筋と腹横筋の上部は同様の厚みを有していた。中部は内腹斜筋と外腹斜筋の方が腹横筋よ

り厚かった。下部では、内腹斜筋は腹横筋より 24％厚かった。 

•内腹斜筋の精密な観察では、下部および中部には筋層が 2 層認められた。 

 

  

私見・明日への臨床アイデア 

•繊維方向や長さ、厚みなどからその筋の働きが想像できると思われる。例えば、腹横筋や内腹斜

筋の下部では骨盤帯の閉鎖力を生むために水平走行に近く、長さが短いため縮むというよりは等

尺性に近い形で働くのではと思われる。外腹斜筋は最も長くトルク生成に優位で、筋線維束方向

は下内側である。そのため、例えば寝返りやダイナミックな屈曲回旋動作（求心であれば）など



大きな動きや上半身の重たい質量をコントロールするのに適しているのではと想像する。筋をよ

りイメージを深める事で、一つ一つの筋への関わり方も変化すると思われるので、継続してイメ

ージを深めていきたい。 
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